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1. は じ め に

1.1　メタバースやアバタ共生社会の需要と心の問題
デジタルトランスフォーメーション（DX）は感性工学や
心理学領域に波及し，スマートフォンアプリケーションを活用し
たカウンセリングAI（artificial intelligence）やデジタルセラ
ピューティクス（DTx）など，先端技術を用いたメンタルヘルス
ケアの実践・研究が加速している．政府はムーンショット計画
において到達すべき目標の1つに「2050年までに，人が身体，
脳，空間，時間の制約から解放された社会を実現」することを
掲げており［1］，アバタの需要が今後増加すると予想される．
アバタ共生社会では，身近なアバタの力を借りて，人間のメン
タルヘルスの保持増進に寄与できる仕組みが必要である． 
新型コロナウイルス感染症の流行後，人々の交流は隔たれ，
社会活動や経済活動が停滞し，心理的に孤立する人々の姿が浮
き彫りとなった．心の問題を抱える人々は増加の一途を辿ってい
る．2020年7月に実施された調査では，18.35%に抑うつ症状
の可能性があり，その傾向は比較的若い世代にみられた［2］．
また，日本は地震や津波など災害被害が後を絶たない．人々
のメンタルヘルスの保持増進はまさに喫緊の課題である．

1.2　アバタに悩みを相談できる仕組みの必要性
Kawakita, Sasaki, and Ishihara［3］ はコロナ禍におけるVR

空間でのカウンセリングの重要性が高まっていることに着目
し，部屋環境が異なるバーチャルカウンセリングルーム上に

ノンプレイヤーキャラクタ（Non-Player Character: NPC）の
カウンセラーアバタを配置し，ユーザが自身に関する情報をあり
のままに開示したいと思う程度（自己開示の意思）を測定する実
験を行った．その結果，よりサイズが大きい部屋のユーザは小
さい部屋のユーザよりもアバタに対する自己開示の意思が高く
なることを示した．また，たとえ部屋環境が異なっていたとして
も，アバタに対して「私は不登校だった」，「身近な人が亡くなっ
た」などのセンシティブな情報が語られた．人間のインタビュア
よりも，コンピュータで統制されたアバタに対して，ユーザが自
己開示をしやすい傾向は先行研究でも示唆されており［4，5］，
日常的に相談できるアバタの必要性が高まっている．
一方，アバタの外観や相談状況はユーザの相談意欲に大き
く影響する可能性がある．例えば，深刻な悩みを抱えているに
も関わらず，おかしな姿をしたアバタに対して相談する状況は，
想像し難いであろう．実際，著者ら［6］は人の姿をしたカウン
セラーアバタ（以下，ヒューマンアバタ：HA）の見た目と相談
状況の違いが，ユーザの自己開示の意思に及ぼす影響につい
て検討した．そして，中等度のうつ病などの重いシチュエー
ションにおいて，白衣を着たアバタがユーザに好まれること
を示した．白衣を着ることによって，患者から信頼を寄せら
れやすい，有能だと思われやすい，好まれやすい，相談され
やすいといった効果が先行研究で示されているため［7-11］，
重い相談状況では白衣を着たアバタが最も好まれたのである．
しかし，白衣が必ずしもポジティブな結果をもたらすとは
限らない．例えば，診察室で白衣を着た医師を前にして血圧
を測ると高い数値を示すが，診察室の外で血圧を測ると異常
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がないケースがある．この現象は未治療患者の場合には白衣
高血圧，治療中の患者の場合には治療中白衣高血圧と呼ばれ
る［12，13］．同様に，緊張度の高いユーザは白衣のHAを前に
すると，かえって喋りづらくなる事態が想定される．したがっ
て，ユーザはアバタをより自由に選択できることが好ましい．
そのためには，ユーザがアバタのどの部分に着目するのかを
検討し，その外観と相談状況，相談意欲との関連を調べるこ
とが必要である．また，カウンセリングにアバタを用いる
メリットの1つは，その姿形を自在にプログラムできること
である．ユーザの要望によって，美男美女，ロボット，動物，
ファンタジな生き物など多種多様な相談相手を用意すること
が可能である．よって，HA以外のアバタにおいても相談状況
ごとに相談したい程度を検討する必要がある．
本研究では，従来のHAに加え，人型ロボットの姿をした
カウンセラーアバタ（以下，ロボットアバタ：RA）に白衣や
カジュアルな服装をさせて，重い相談状況と軽い相談状況下
で，それらのアバタに対する注視箇所や相談意欲を検討する．
服装の異なるRAを用意することでHAとの相談意欲の比較や，
服装の効果を詳細に検討できると考えられる．以上のことから，
本研究は人の心に寄り添うアバタカウンセリングシステムを
構築するためのファーストステップとして位置づけられる．

2. 方 法

2.1　被験者
広島県の大学生および同大学院の大学院生，計54名を対象
とした（男性27名，女性27名，M＝21.19，SD＝1.23）．本研究
は広島国際大学心理学部の倫理審査の承諾を得て実施した．

2.2　実験環境
アイトラッキング装置（Tobii Pro Nano）とLaptop Computer

（Mouse Computer社製MB-890NX M2SH2）を用いた．被験者
に呈示するアバタは，VRoid Studio（v0.8.3）および3teneを
用いて作成した（図 1，図 2，図3，図4）．

2.3　実験条件
本実験は，“重い相談状況”と“軽い相談状況”における，

“白衣のHA（図1）”，“カジュアル服のHA（図2）”，“白衣の

RA（図3）”，“カジュアル服のRA（図4）”に対する印象を評定
する被験者内計画である．被験者は相談状況（重い / 軽い）×
アバタの外観（白衣のHA / RA，カジュアル服のHA / RA）の
計8通りの実験の組み合わせを体験した．繰り返しの実験に
対する馴化や被験者側の混乱を防ぐために，実験を2回に
分けて行った．1回目をHAで受けた人は2回目をRAで受け，
1回目をRAで受けた人は2回目をHAで受けた．被験者がど
ちらを先行するかはランダムに振り分けた．
相談状況の作成は社会心理学研究で用いられる場面想定法
の手続きに従った．シチュエーションごとの効果を検討する
ため，重い相談状況 / 軽い相談状況の2パターンを考案した．
各ビネットはランダムでPCに呈示した．
重い相談状況のビネットは，Spendelow and Jose［14］と
安・永井［15］を参考に作成した（図5）．このビネットには
DSM-5［16］の大うつ病性障害（うつ病）の診断基準のうち，
抑うつ気分，不眠，疲労感，思考力や集中力の減退など，
いくつか特徴的項目に該当するものを含めた．ビネットの作
成にあたって，うつ症状が極端に高い場合，被験者の想起が
困難になるため，想起可能な範疇を著者らで検討した．よって，
本研究の重い相談状況の定義を，「中等度のうつ病の症状を抱
えており，そのことをアバタに相談する状況」とする．
軽い相談状況のビネットは，日常生活で生じるような比較
的軽い悩みとした（図6）．このビネットには日常生活で起こ
りうる友人との些細な喧嘩や喧嘩後に友人と仲直りしたい気
持ち，それらに伴う悩みを含めた．ビネットの作成にあたって，
著者らで日常生活に生じる悩みの状況をいくつか提案し，
起こりうる頻度が低いもの，アバタに相談するほどのことで
はないものを除外した．よって，本研究の軽い相談状況の定
義を「友人と些細なことで喧嘩してしまい，どうにか謝りた
いと考え，そのことをアバタに相談する状況」とする．

図1　白衣のHA 図2　カジュアル服のHA

図3　白衣のRA 図4　カジュアル服のRA

図5　重い相談状況のビネット （中等度のうつ病の症例）

図6　軽い相談状況のビネット （日常生活の軽い悩み）
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2.4　評価手法
2.4.1　注視時間や注視箇所の評価
アバタに対する被験者の注視時間を検討するために，アイ
トラッキング装置を用いた．被験者の視線を可視化および数
量化することで，異なる相談状況における各アバタに対する
注視時間を評価した．
2.4.2　心理評価
相談状況（重い / 軽い）における各アバタの見た目に対する
自己開示の意思，信頼感，相談意欲を応答変数（調査項目）
とした．自己開示の意思と信頼感は“全く感じない（1点）”～
“非常に感じる（7点）”までの7件法，相談意欲は“当てはま
らない（1点）”～“当てはまる（5点）”までの5件法で回答し
てもらった．
各アバタに対する自己開示の意思

Okken, Rompay, and Pruyn［17］と Kawakita, Sasaki, and 

Ishihara［3］で使用している Intended Self-Disclosure尺度を
参考に，著者ら［6］の研究で作成した “カウンセラーアバタ
に対する自己開示の意思” 項目を用いる．項目は「このカウン
セラーには，話しづらさを感じる」，「このカウンセラーには，
自由に話すことができるように感じる」，「このカウンセラー
には，個人情報を共有することに気が引ける」，「このカウン
セラーには，自分のことを話すのは難しい」の4つである．
各アバタに対する信頼感項目
アバタごとに，信頼を寄せる程度を検討するために「この
カウンセラーは，信頼することができる」という項目を用いる．
各アバタに対する相談意欲
アバタごとに，相談したい意欲を検討するために，「さきほ
ど想定してもらった状況の場合，あなたはこのカウンセラー
に対して相談したいと思いますか?」という項目を設け，被験
者が回答直前に体験したアバタの静止画をともに呈示する．
どの服装のアバタに相談したいか
相談状況（重い / 軽い）ごとに，「あなたが相談したいカウンセ
ラーはどちらですか?」という項目を設け，白衣のアバタとカジュ
アル服のアバタの静止画をともに呈示する．なお，呈示順が剰余
変数にならないように，画像呈示順を完全にランダムとした．

2.5　実験手続き
実験手続きを図7に示す．被験者とPC画面との距離，音量，
輝度，部屋環境などはすべて一定になるよう統制した．
インフォームドコンセントを行い，被験者が実験への参加
を承諾した後，椅子に着席してもらいキャリブレーション
（注視座標の位置合わせ）を実施した．図7では，HAとRAの
どちらを先行するのかはカウンターバランスをとっており，
1回目の実験から約1週間後に2回目の実験を行った．被験者
がどちらの条件を先に体験するか，どちらの相談状況・アバ
タが先に呈示されるかは完全にランダムであった．各アバタ
は「はじめまして，私はカウンセラーアバタです．本日はよ
ろしくお願いいたします．まず，私に相談したいことについ
て頭の中で整理してみてください．…それでは本日はどのよ
うなことでお困りでしょうか?」というセリフを喋るように

プログラムしており，男性の人工音声を用いた．このセリフ
を聞いた後で，被験者に各調査項目への回答をしてもらった．
なお，1回あたりのアバタの呈示時間は32秒であった．

3. 結 果

3.1　合計注視時間や注視箇所の分析
“重い相談状況”と“軽い相談状況”における，“白衣のHA”，
“カジュアル服のHA”，“白衣のRA”，“カジュアル服のRA”に
対して，図8，図9，図10，図11のように興味関心領域（Area 

of Interest: AOI）を設定した．
上記で設定したAOIにおいて，60 ms以上の停留点の時間長
さの総和が3.2秒（動画の時間の10%）以上の部分をHeat Map

で可視化した．Heat Mapは被験者の合計注視時間に応じて，
緑色 < 黄色 < 赤色となり，被験者がアバタのどこを集中的に

図8　AOI白衣のHA 図9　AOIカジュアル服のHA

図10　AOI白衣のRA 図11　AOIカジュアル服のRA

図7　実験条件のフローチャート
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注視したのかを明らかにできる．代表例として，図12－図15

に，重い相談状況における各アバタに対する合計注視時間の
Heat Map（被験者54名の平均）を示す．なお，図12－図15は，
AOIを設定したアバタの“顔の上部”，“顔の下部”，“ボディ” 
の合計注視時間をHeat Mapで表示している．Heat Mapを明
瞭にするために，カジュアル服のアバタの服の部分をグレー
スケールで表示した．図12－図15より，被験者はアバタの外観
に関係なく，顔や上半身を見る傾向にあることを確認した．
表1にそれぞれの合計注視時間の平均値と標準偏差を示す．
なお，被験者が注視していなかった領域は欠損値として扱った．
次に，顔の上部を応答変数，相談状況とアバタの外観を
固定効果，変量効果を被験者としたマルチレベル分析を実施
した．モデルは次の通りである．『顔の上部～相談状況
（重い / 軽い）＋アバタの外観（白衣のHA / カジュアル服の
HA / 白衣のRA / カジュアル服のRA）＋相談状況とアバタ
の外観の交互作用＋（被験者）』．R2＝.49，固定効果のオムニ
バス検定は，相談状況：p＝.006，アバタの外観：p < .001，
交互作用：p＝.035であった．表2にパラメータ推定値を示す．
図16に，状況別にアバタの外観ごとの合計注視時間を示す．

表2と図16より，重い相談状況では白衣のRAの顔の上部
を長く注視し，軽い相談状況では白衣のHAの顔の上部を長
く注視することを確認した．
同様に，顔の下部を応答変数，相談状況とアバタの外観
を固定効果，変量効果を被験者としたマルチレベル分析を
実施した．モデルは次の通りである．『顔の下部～相談状況
（重い / 軽い）＋アバタの外観（白衣のHA / カジュアル服の
HA / 白衣のRA / カジュアル服のRA）＋相談状況とアバタの
外観の交互作用＋（被験者）』．R2＝.40，固定効果のオムニバス
検定は，相談状況：p＝.092，アバタの外観： p < .001，交互

図12　重い状況の白衣のHA 
のHeat Map

図13　重い状況のカジュアル服
のHAのHeat Map

図14　重い状況の白衣のRA 
のHeat Map

図15　重い状況のカジュアル
服のRAのHeat Map

表1　各アバタのAOI合計注視時間の平均値（標準偏差）/ 秒

　 顔の上部 顔の下部 ボディ

重
い
状
況

白衣のHA
14.05
（7.08）

6.43 
（5.07）

3.93 
（3.66）

カジュアル服のHA
11.21
（6.42）

10.16
（7.61）

3.46
（3.0）

白衣のRA
14.5 
（6.8）

7.15 
（5.71）

3.33 
（2.69）

カジュアル服のRA
11.16
（6.86）

9.91
（5.93）

3.58
（3.8）

軽
い
状
況

白衣のHA
15.68
（6.63）

6.49 
（5.18）

2.8 
（2.49）

カジュアル服のHA
13.98
（6.4）

7.54
（4.34）

3.41
（3.34）

白衣のRA
13.79
（6.26）

7.87 
（5.55）

3.28 
（3.14）

カジュアル服のRA
12.71
（7.68）

8.84
（6.41）

3.41
（3.4）

図16　顔の上部の注視時間と相談状況

表2　アバタの顔の上部に対する注視時間を応答変数としたパラメータ推定値
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作用：p＝.042であった．表3にパラメータ推定値を示す．
図17に，状況別にアバタの外観ごとの合計注視時間を示す．
表3と図17より，重い状況ではカジュアル服のHAとRA

の顔の下部の合計注視時間が長くなるが，軽い状況では減少
することを確認した．よって，顔の上部の分析結果同様に，
相談状況やアバタの外観に応じてアバタの顔の下部を見る
時間が異なることが示された．また，顔の上部と顔の下部の
合計注視時間は負の相関関係であった．
なお，アバタのボディは合計注視時間が顔の上部や顔の
下部に比べて短く，マルチレベル分析によって有意な結果も
得られなかった．

3.2　心理評価の分析
自己開示の意思に関しては，逆転項目を処理後，各変数を
合計して（理論上の最大値＝28），加算値を作成した．次に，
各心理評価項目のデータの正規性を検討した．表4に自己開
示の意思，信頼感，相談意欲の平均値と標準偏差を示す．
相談意欲に影響を与えるのは，相談状況，アバタの外観，
自己開示の意思，信頼感の4つと仮定し，それに被験者の
要因を踏まえた．よって，相談意欲を応答変数，相談状況と
アバタの外観を固定効果，自己開示の意思と信頼感を共変量，
変量効果を被験者としたマルチレベル分析を実施した．モデ
ルは次の通りである．『相談意欲～相談状況（重い / 軽い）
＋アバタの外観（白衣のHA / カジュアル服のHA / 白衣の
RA / カジュアル服のRA）＋自己開示の意思＋信頼感＋相談状

況とアバタの外観の交互作用 ＋（被験者）』．R2＝.78，固定効
果のオムニバス検定は，相談状況：p＝.523，アバタの外観：
p＝.361，自己開示の意思：p < .001，信頼感：p < .001，交互
作用：p < .001であった．表5にパラメータ推定値を示す．
図18に，状況別にアバタの外観ごとの相談意欲を示す．
表 5と図18より，重い状況では白衣のHAに対する相談意
欲が高く，軽い状況ではカジュアル服のHAに対する相談意欲
が高くなった．重い状況で白衣が好まれる傾向はRAにおいて
も同様であった．しかし，カジュアル服のRAに対する相談
意欲は3（どちらでもない）を下回っており，アバタの外観による
影響が大きい可能性を示唆した．
被験者が相談状況ごとに，白衣のアバタまたはカジュアル服
のアバタのどちらに相談したいのかを検討するため，マクネマー
検定を行った．HAの結果を表6に，RAの結果を表7に示す．
表6の検定結果は有意であった（χ2(1)＝9.00，p＝.003）も
のの，5以下のセルがあったため，対数オッズ比正確確率検
定を実施した（p＝.004）．
表7の検定結果は有意であった（χ2(1)＝6.26，p＝.012）も
のの，5以下のセルがあったため，対数オッズ比正確確率検
定を実施した（p＝.011）．
これらの結果は，HA / RAのどちらであっても，相談状況の違
いによって，被験者が選択する服装が異なることを示唆している．

表4　各心理評価項目の平均値（標準偏差）

　 自己開示の
意思 信頼感 相談意欲

重
い
状
況

白衣のHA
19.35 
（4.21）

4.63 
（1.35）

3.74 
（1.05）

カジュアル服のHA
16.13
（4.68）

3.54
（1.25）

2.63
（1.23）

白衣のRA
14.5 
（5.18）

3.72 
（1.5）

2.76 
（1.18）

カジュアル服のRA
13.5
（5.35）

2.96
（1.21）

2.19
（1.21）

軽
い
状
況

白衣のHA
18.59 
（3.95）

4.67 
（1.2）

3.31 
（1.19）

カジュアル服のHA
18.33
（4.36）

4.19
（1.29）

3.46
（1.18）

白衣のRA
13.59 
（5.03）

3.74 
（1.51）

2.37 
（1.07）

カジュアル服のRA
14.52
（5.03）

3.26
（1.35）

2.44
（1.14）

図17　顔の下部の注視時間と相談状況

表3　アバタの顔の下部に対する注視時間を応答変数としたパラメータ推定値
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3.3　実験後の被験者の感想
ポジティブな意見では，「前回（HA）と比較すると今回（RA）
の方が親しみやすく話しやすかった」，「相談内容によって
話しやすさが全く違うことに気づいた」，「服装によって相談
したい気持ちが変わった」，「服装が違うだけでも受ける印象
が違うことに気が付いた」，「きちんとした服装の方がしっか
り聞いてくれそうな感じがした」，「同じアバタでもシチュ
エーションによって印象が大きく変わった」などがあった．
一方で，ネガティブな意見では，「喧嘩の内容（軽い条件）
で私服のアバタを見たときは話しやすかったが，敬語を使っ
て話しかけてきたことで話しにくいと思った」，「RAの見た
目が怖かった」，「人工音声が気になった」などがあった．

4. 考 察

本研究では，従来のHAに加え，人型ロボットの姿をした
カウンセラーアバタに白衣やカジュアルな服装をさせて，
重い相談状況と軽い相談状況下で，それらのアバタに対する
注視箇所や相談意欲を検討した．

4.1　相談者はアバタの顔をよく見ている
AOIでアバタを顔の上部，顔の下部，ボディの3つに分類し，
被験者がアバタのどこを注視したのか検討した．その結果，
相談状況やアバタの外観に応じて，アバタの顔の上部や下部
を注視する時間が異なることを示した．この理由として，
相談状況と呈示されたアバタとのミスマッチによる認知的
不協和［18，19］ が被験者に生じていたことが考えられる．
相談意欲やどのアバタの服装に相談したいのかを統計的に
解析した結果，重い相談状況では白衣のアバタを好み，軽い
相談状況ではカジュアル服のアバタを好むことを確認した．
よって，重い相談状況において適切ではないと考えられる
アバタ（カジュアル服のアバタ）が呈示されてしまうと被験者
の想定とずれが生じることになる．アバタに対して重い内容
の相談をしたいと考えているにも関わらず，カジュアルな服
装のアバタが目の前に現れたら，服装に気を取られても仕方
がない．したがって，白衣を着たアバタであれば，目を中心
とした顔の上部に集中して，話を聞く体勢になると推察され
るが，カジュアルな服装の場合，認知的不協和や気まずさな
どから，視線が下がってしまう可能性が考えられる．
事実，アバタの顔の上部では相談状況×アバタの外観

（白衣のRA，白衣のHA）で交互作用，アバタの顔の下部でも
相談状況×アバタの外観（カジュアル服のHA，カジュアル
服のRA）の交互作用が確認された．いずれも相談状況と
アバタの外観とのミスマッチが大きいときに合計注視時間が
長くなっている．認知的不協和によって，アバタの顔の上部
や下部を十分に観察するようになったと推察される．

Heat Mapでは，アバタの顔部分を被験者が注視しているこ
とが明らかであった．一方，服装部分にはあまり注目が集まっ
ておらず，統計解析でも有意な結果は得られなかった．しかし，
アバタごとに被験者の相談意欲に有意な差があること及び，

図18　相談意欲と相談状況

表6　HAのマクネマー検定

軽い状況
白衣 カジュアル服 合計

重い 
状況

白衣 19 20 39
カジュアル服 5 10 15

　 合計 24 30 54

表7　RAのマクネマー検定

軽い状況
白衣 カジュアル服 合計

重い 
状況

白衣 20 18 38
カジュアル服 5 11 16

　 合計 25 29 54

表5　相談意欲を応答変数としたパラメータ推定値
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HAとRAのどちらであっても，相談状況の違いによって選択
する服装が異なることを考慮すると，服装を見ていなかった
とはいえない．また感想でも，何人かアバタの服装について
言及していたことから，被験者は同一のアバタであっても服
装の違いによって印象が異なることを認識していたといえる．
これらのことから，アバタの服装部分は周辺視野で見ていた
可能性が高い．

4.2　アバタの外観と相談状況によって相談意欲が変わる
心理評価項目の統計解析の結果は，アバタの外観，相談状況，
自己開示の意思，信頼感によって被験者の相談意欲が変化す
ることを明確に示した．被験者はHAのとき，重い相談状況で
は白衣のアバタに相談したいと思い，軽い相談状況ではカジュ
アル服のアバタに相談したいと思うことを示唆した．また，
重い相談状況では白衣のRAに対しても相談意欲が高かった．
したがって，HA / RAともに，［6-11］にみられる白衣効果を確
認できた．ただし，アイトラッキングの結果で被験者がアバタ
の服装部分を周辺視野で見ていた可能性が高いことを踏まえ
ると，アバタの服装よりも，顔などの特徴が相談意欲に強く
関係すると考えられる．事実，図18はHAかRAかによって
相談意欲が異なることも示唆している．しかし，重い相談状況
で白衣を着たRAに対する相談意欲が，白衣を着たHAと
同程度であったことから，一概にHAが適切であるとはいえず，
服装との組み合わせが重要であると結論付けられる．
人は他者がどのような人物かを判断する際に，声質やイン
トネーションなどの言語的情報，外見や行動などの非言語的
情報，地位，職業，交流関係などの社会的情報といったように，
複数の情報を用いる．人の印象形成の傾向は大方共通してい
るが，人が持つ信念には個人差があり，完全には一致しない．
「白衣を着ているから信頼できそうだ」のように，人々が他者
の性格に関して過去の経験から暗黙裡に抱いている信念は
暗黙裡のパーソナリティ観（implicit personality theory: IPT）と
呼ばれている［20，21］．日本人においても服装や容姿に関する
暗黙裡のパーソナリティ観があることが示されている［22-24］．
本研究では被験者が自身の信念に基づき，相談状況に応じて，
適切に思う顔や服装のアバタを判断していた可能性が高いと
推察される．

5. お わ り に

本研究の結果は相談状況とアバタの外観によって相談した
い程度が変化することを明らかにした．これは，アバタを用
いたカウンセリングを普及させるうえで，その見た目の重要
性を示すものである．Mehrabian［25］は言語的情報と非言語
的情報が矛盾した際の印象の違いを研究する中で，見た目や
表情などの視覚情報が55%を占めることを明らかにした． 
Mehrabian自身は必ずしも非言語的情報が言語的情報よりも
重要とは述べていないが，公認心理師等による心理臨床面接
においては，セラピストの見た目を清潔に保ち，クライエン
トに余計な不安を与えないことが大切である．

一方，クライエントは原則，見た目の好き嫌いによってセラピ
ストの変更を依頼することはできない．セラピストはクライエン
トに悪い心象を与えないよう留意するが，それにも限界がある．
対して，アバタによるカウンセリングは，ユーザが好きな見た目
のアバタをカスタマイズできる．ユーザの悩みは人によって異な
るため，悩みの程度に応じてユーザが好きなアバタを選択でき
る仕組みの実装が急務である．今後，アバタに対する相談の
需要はより一層高まると予想されるため，HAやRA以外の
外見における心理効果について十分に検討する必要がある．
本研究の知見は，メタバースやアバタ共生社会において，人の
心に寄り添うアバタとは何かを追求し，アバタカウンセリング
システムを構築するための第1歩として寄与すると考えられる．
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研究科心理学専攻修了，広島大学工学研究科
システム工学専攻単位取得退学．博士（工学）．
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金井　秀明（非会員）
北陸先端科学技術大学院大学知識科学系准教
授．1996年電気通信大学大学院電気通信学
研究科後期課程単位取得退学．博士（工学）．
同年同大学大学院情報システム学研究科助手，
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